(BUFFALO 

Bluetooth キーボード 

BSKBB06 シリ-ズ 

取扱説明書 


ををにお巧いいただくためにおずおずリください 



lA 

■危険 


絶対に巧つてはいけないことを記載しています。このき示のミ主意ま 
項を守らないと、使用者が死 t または、重症を負う危険が差し迫って 
生じる可能性が想定される内容を示しています。 


-電池を取り扱うと对ま、次のことをお守りくださし、。 

•分解、改造、修理しない。 

-電極の (+) と (一) を針金等の金属で接続しなし、。また、金属性の 
ネックレスやヘアピン、カギ等と一緒に持ち運んだり、保管したり 
しない(接触しシヨートする危険性があります)。 

•火の中に投入したり、100でが上の高温の場所やかの中に放置し 
ない。 

.釘を刺したり、かなづちで叩いたり、踏みつけたりしない。 

从上のことを守らないと、液漏れ、発熱、発火、破裂等が起こり、やけ 
どやケガをする恐れがあります。 

-電池は乳幼児の手の届くところに置かないでくださし、。 

I 電池を誤って飲み込むと、窒息や中毒を起こす危険があります。特 

にかさなお子様のいるご家庭では、手の届かないところで保管、使 
用するなど、ごを意くださし、。万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師 
の治療を受けてくださし、。 


A 絶巧に巧ってはいけないことを記載しています。この表示の指示を 
守らないと、使用者が死 t または重傷を負う可能性が想定される 
内容を示しています。 

害ち 

-電池を取り扱うときは、次のことをお守りくださし、。 

-電極の (+) と (一) を間違えて挿入しない。 

•消耗しきった電池を入れたままにしなし、。使用済みの電池は、地 
方 自治体の条例に従って正しく処分する。 

•長期間使用しないときは、電池を取り外し、常温の乾燥した場所 
に保管する。 

が上のことをずらないと、液漏れ、発熱、発ル、破裂等が起こり、やけ 
どやケガをする恐れがあります。 

-電池を使用、交換すると对ま、指定の電池を使用してください。 

指定が外の電池を使用すると、液漏れ、発熱、発火、破裂等が起こり、 
やけどやケガをする恐れがあります。 

-電池内部の液が漏れたときは、液に帥れない。 

やけどの恐れがあります。もし、液が皮膚や巧服についたときは、す 
ぐにきれいなかで洗い流してくださし、。液が目に入ったときは、失 
明のおそれがありますので、すぐにきれいなかで洗い、医師の治療 
を受けてください。 

A この表示のを意事項をずらないと、使用者がけがをしたり、物的 
損害の発ちが想定される内容を示しています。 

ま意 

-本製品を次の場所に設置しないでください。感電、火災の 
原因になったり、製品に悪影響を与える場合があります。 

強い磁界、静電気、震動が発生するところ、平らでないところ、直射 
日光があたるところ、火気の周辺または熱気のこもるところ、漏電、 
漏水の危険があるところ、油煙、湯気、湿気やホコリのをいところ。 

-本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。 

-本製品の分解や改造や修理を自分でしないでください。 

-本製品を廃棄するときは地方自治体の条例に従ってください。 
-異常を感じた場合は、即座に使用を中止し、興社サポート 
センターまたはお買い上げの販売店にご相談くださし、。 


本製品ご使用時の注意 

-ボタンが常に押されてし、るが態が長く続くと、電池の消耗が早く 
なりますのでごま意くださし、。 

-カバンや袋などに入れて持ち歩くときは電源を [ OFF ] にしてくだ 
さし、。 

-祈空機内での無線機器の使用は計器に悪影響を及ぼす可能性 
があるため禁止されています。機内での本製品の使巧は避け、 
機巧に持ちこむときは電池を取り外してくださし、。 

. 本製品のち上部に電池残量 LED ランプがあります。 

電池が消耗すると LED ランプがホ色に点減しますので'、電池を交 
換してくださし、。 


電波に関するミ主意 

-本製品は、電波法に基づく小電カデータ通信システムの無線局 
の無線設備として、工事設計認話を受けています。従って、本製 
品を使巧するときに無線局のを許は必要ありません。また、本製 
品は、日本国内でのみ使用できます。 

-次の場所では、本製品を使巧しないでくださし、。 

電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が発生するところ、 2.4GHz 付 
近の電波を使用しているものの近く (環境により電波が届かない場合 
があります。） 

-本製品は、工事設計認証を受けていますので、]*乂下の事項をお 
こなうと法律で罰せられることがあります。 

-本製品を分解/改造すること 

•本製品の裏面に貼ってある認証ラベルをはがすこと 

-本製品の無線チャンネルは、1*乂下の機器や無線局と同じ周波数 
帯を使用します。 

•産業•科学•医療用機器 

•工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 
①構内無線局(を許を要する無線局） 

③特定か電力無線局(免許を要しない無線局） 

-本製品を使用する場合は、上記の機器や無線局と電波干渉する 
恐れがあるため、 i 乂下の事項にま意してくださし、。 

1. 本製品を使用する前に、近くで移敦体識別用の構内無線局及び特 
定か電力無線局が運用されていないことを確認してくださし、。 

2. 万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の 
事例が発生した場合は、速やかに本製品の使用場所を変えるか、ま 
たは電波の発射を停止して電波干渉を避けてください。 

3 .その他、本製品から移動体識別用の特定か電力無線局に対して電 
波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのことが起きたとき 
は、弊社サポートセンターへお問い合わせください。 


使用周波数帯域 

2.4GHz 

変調方式 

GFSK ち式 

想定干渉距離 

1 0m が下 

周波数変更の巧否 

全帯域を使用し、かつ「構内無線局」「特定ル 
電力無線局」帯域を回避不可 


獅て liSo てし々齡聰 

•キーボード(本体）1台 
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4 .本製品裏面の電源スイッチを [ON] にします。 

^^(：0剛£订ボタンにっぃては1乂下の[ぺァリング娘続の認証)]で使 
用方法を説明しています。 



P1 本製品を長時間使用しない場合や、カノ くンなどに入れて 
S 持ち運ぶときは電源スイッチを [OFF] にすることで、電池 
メモ が長持ちします。 




LED ランプ状態 

電池消耗時 

ホ色に点滅 

ペアリング時 

白色に点滅 


♦アルカリ単4乾電池2本 •取扱説明書(本書）1枚 

^^動作確認巧 




ペアリング脂続の認証)とは本製品と Bluetooth 機器とをお互いに登 
録し、接続の許可をするためのものです。一度ペアリングを行った 
Bluetooth 機器とは再びペアリングをする必要はありません。 


r #| 本製品に Bluetooth アダプター（ドングル）は付属し 
•- J ていません。パソコンに標準搭載の Bluetooth 機能、 
'主を または弊社製 Bluetooth アダプター等をお買いホめ 
の上、ご利用ください。 


胃付属の電池は動作確認用のため、出荷時期等により電池が 
S 消耗している場合がございます。お早目にお客様で新品の 
メモ電池を用意し、イブ属の電池と交換してください。 


-が下の手順は Windows 7 での手順ですが、他の 0 S でも同様 
の手順になります。 

. が下の手順は弊社製 Bluetooth アダプター BSHSBD 04 を使 
用した場合の手順です。他の Bluetooth 機器をお使いの場 
合はそれぞれのマニュ乃レをご参照くださし、。 

-乂下の手順は弊社 HP からダウンロードした、弊社製 

Bluetooth アダプター BSHSBD 04 専用ドライバーを使用して 
います。 

-ペアリング(接続の認証)が失敗した場合は巧度手順1から 
やり直してください。 



1 . 本製品の CONNECT ボタンを押して Bluetooth 接続待機状態にしてく 
ださし、。（電池残量 LED ランプが点滅します） 


1 . 本製品裏面の電池カバーを取り外します。 
〇で囲んだ箇所を矢目 P の方向に押します。 



2.単4乾電池を2本入れます。 

+と一を絶対に間違えないでくださし、。 



2. [スタート]—[すべてのプログラム]— [Bluetooth] — [My 
Bluetooth] を選択します。 

下記の画面が表示されましたら、画面左上の[デノ くイスの検索]をク 
リックします。 



3 .電池カバーを取り付けます。 


3. [My Bluetooth] 画面の[才ーデ'イオおよびビデオデバイス]に本製品 
のアイコンが表示されましたら、本製品のアイコンをダブルクリック 
します。 



3ユー>ブク 

m コンピユー 9— 
n 口ーカルデイス 


贷 


4.下記の画面が表示されましたら、[接続陪クリックしてください。 




ペアリング(接続の認証)とは本製品と Bluetooth 機器とをお互いに登 
録し、接続の許可をするためのものです。一度ペアリングを巧った 
Bluetooth 機器とは再びペアリングをする必要はありません。 


が下の手順は封 uetooth 対応 Mac 0 S X / X — ジョン1 0.6.7 で 
の手順ですが、他の 0 S でも同様の手順になります。 

他の Bluetooth 機器をお使いの場合はそれぞれのマニユア 
ルをご参照くださし、。 

ペアリング(接続の認証)が失敗した場合は再度手順1から 
やり直してくださし、。 


1 . 本製品の CONNECT ボタンを押して Bluetooth 接続待機状態にしてく 
ださし、。庸池残量 LED ランプが点滅します)。 

2. [ || (アッカレマーク) H [システム環境設泡一[インターネットとワ 
イヤレスー脚 uetooth] を選択します。表示された画面中央にある、 
持斤しいデバイスを設妇をクリックして、本製品の検出を行います。 

3. が下の画面が表示されましたら、検出された本製品を選キ尺して、[続 
け剖をクリックします。 



よ3こモ Bliieiocth BE アシス5ント〜 


お氏い®デバイスがリストに g 巧されに 6. a 折して巧口クリ。クし 
て<ださい，リスト e 及巧 a けない••さ a, ?■バイスの ■* が夫っていて*! 
出巧宙 S な居で«ること g 辟してくだ S い，臣!し <)4. お由い®デバイス 
KH ■するマニ； i7 化 SS 田して< ださ 



5. 下記の画面が表示されノくスキーの入力を求められたら、本製品を 
使用して画面に表示されたパスキーを入力します。 

※入力後、 [Enter] キーを押してください。 



ぞい。 

I 【バスト： ：ご:心 

1デ"け倘 S 

る前： 防の助6 

アドレス： DC :2 C :26; A 6: DD ;6 A 


4.が下の画面が表示されパスキーの入力を求められたら、本製品を 
使巧して画面に表示された/ くスキーを入力します。 

※入力を、に nter] キーを押してください。 



■ BSrBBUS ■ の IS 定を畳坦中， 

イスか 6" スキーの A 妇 * 衣の5れ a ことがあ 5S で，アバイスヴバス 
キーでで SS な店かどうかを宙 a し t くだ a い.入?:で S る««の#宙 
13. なの"スキーを？ J3 し t<Ka い 

( 6005 6359 —;: | 


デバ T スに"スキ ーg ん力？•ると. »* の SS 巧了レ as. 




6.ペアリングが完了すると胺綺が肋断]に変わり、電池残量 LED ラン 
プが消灯します。 



5 .が下の画面が表示されましたら、本製品の識別作業を巧いますので 
臟ける]をクリックしてくださし、。画面の指示に従い本製品でキー 
を入力してくださし、。 



B じ》に 


キー汽ードモ■胡で 3* せん.»利 TS ちまで.こめキ ー W - ドは S 巧 
で as せん.このキーポードモ■田! If * には，■•口る■モウリックレて 
<だか. 

い®キ ー W - ドザ正し < B ホし T いて.キー «- ド•め USB A 
力 a ■モコンピュータに«1*しでい4場*は.こ®手眉で * a 




が上で本製品が使用可能になります。 



モ ー w - ドシスタント 



■W 中®キ ーai- ドで. S Shift キーのち■のキ ーe 押して<だ8い. 

申一 BI 回だけ押レ.I•レ*けないで<だ吉い.キ ーSTUi され * と .化由け 
本ルだ|»示2れ*1. 



■が巧脚 i 瓣 湖使な 駿雜の 



PS3 メニユー画面一簡赶一调迈機器設对から [Bluetooth 機器管埋 
を選択し、画面の指示に従い本製品の接続を行ってください。尚、登録 
(ペアリング)の際は本製品の CONNECT ボタンを押してくださし、。 

本製品が正常に動作すれば接続完了です。 


圓 

メモ 


一部のキーは対応しておりません。 


本製品を最後に操作してから約20分で[スリープモード(省電力状態)] 
になります。 

復帰させるには、[スぺース]キーを押してくだし、。 




年ーボード《■脚中 

■押中めキ ー#- ド T, S Shift キーめ £— めキ ーt 押レ T< ださい. 

丰 一S1 田だけ押し，押し R けない T< だ a い.车一が m 2内《と，Xのバ 
辛ルザ S 示 S れ CT, 



师剛でお使な【礎るに【本 


設定画面一無線とネットワーク]一 [Bluetooth 設定]を選択し、画面の指 
示に従い本製品の接続を巧ってくださし、。尚、登録(ペアリング)の際は 
本製品の CONNECT ボタンを押してくださし、。 

本製品が正常に動作すれば接続完了です。 


胃-一部のキーは対応しておりません。 
U . HID プロファイルのみ対応しています。 


メモ 


6. が下の画面が表示されましたら、 JIS 旧本語)を選択して、院了にク 
リックします。 


お*いめキーボードが I 別されました.コンビュータめ g 巧モ!11«す« 
KB . "*7 ■■モクリブクして<だ®い.これボお®いめキーポードの正 
し V ^^ I ■でなぃ*さ•口， gjltaRLT . 


■一 AN 幻【^ ft田モ©化） 

•an な10 
<つかの ♦- tK - ド 




7. i 乂下の画面が表示されましたら、[終了]をクリックします。ペアリング 
が完了すると间 uetooth] 画面に本製品が追加されます。 



8.ペアリング脂続の認話)完了しましたら、本製品の [Fn] キーと[り 2] 
キーを押して本製品を Macintosh モードに切り替えてくださし、。 


P1Apple 製品で本製品をご使用になる場合は本体起動時毎に 
S 上記の操作が必要です。 

メモ 


が上で本製品が使用可能になります。 



本製品の電源を [OFF] にする等、リンクが切れたときの再接続の方まで 
す。この方法は本製品とペアリング'済みの機器のみ巧能です。 

①本數品と使用する機器の電源を [ON] にします。 

(D 約1日秒〜30秒で再接続が完了します。 

•X •使用が況により秒数は変わります。 

⑤復帰させるには、[スペース]キーを押してくだし、。 

政上で再接続の完了です。 



-非磁性体(木の机など）ぅ約 10 m 
-磁性体(鉄製の机など）ぅ約 3 m 
^禪社テスト値につき、保証値ではありません。 



) 


インターフエース 

準拠規格 Bluetooth Ver3.0 class2 準拠 

プロファイル 

HID (Human Interface Dev に e profile) 

電波周波数 

2.4GHz 

キー数 

83 キー 

キーピッチ 

17mm 

キースイッチ 

パンタグラフ 

キーストローク 

2.3 mm 

本体寸法 

約 W266XD124XH21mm {奕起部除く） 

本体重量 

約 283g (電池含まず） 

動作環境 

温度5て〜40て 

湿度5%〜90%瞄露なきこと） 

製品構成 

本体、単4電池2本、マニュアル 


1 . 対応 os 

Windows 7(32bit/64bit)/Vista(32bit/64bit)/XP(Media Center Edition 2004 /2005 を含む)、 
MacOSXI0.5 な降、 iPhone4/iPad GOS4.0 が降)、 And の id3.1 が降 

2. 本製品で Windows または 、 iPad / iPhone 4、 Mac 等をご使用になる場合、対応する[キ ー] はが下 
の通りです。尚、 And の id は機翻こより異なります。 


本製品 

Windows 

iPad/iPhone4 

Mac (ANSI) 

MacOlS) 

「Del」 

Dei 

Back Space 

Backspace 

Del 

「半角/全角」 

半角/全角切替 




「Shift」+「 半角/全角」 

入力なし 

- 

- 

〜 

「Shift」+ 口」 

" 

魯 

@ 

" 

「Shift」+「6」 

& 

A 

A 

& 

rshiftj+ryj 

1 

& 

& 

1 

「Shift」+「8」 

( 

♦ 

* 

( 

rshiftj+rgj 

) 

( 

( 

) 

「Shift」+「0」 

入力なし 

) 

) 

0 

rShiftJ+T-j 

二 

_ 

_ 

二 

「 A 」 

A 

二 

二 

A 

「Shift」+「A」 

- 

+ 

十 

- 

「¥」 

¥ 

入力なし 

入力なし 

¥ 

rshiftj+rvj 

1 

入力なし 

入力なし 

1 

「魯」 

@ 

[ 

] 

@ 

rshiftj+r@j 


{ 

{ 


「[」 

[ 

] 

] 

[ 

「Shift」+「[」 

{ 

} 

} 

{ 

「:」 


1 

1 


「加 ft」+「;」 

+ 



+ 

「加 ft」+「:」 


II 

" 

* 

「]」 

] 

入力なし 

入力なし 

] 

「Shift」+ 口」 

} 

入力なし 

入力なし 

} 

r\j 

\ま1 

入力なし 

入力なし 

_ 

「Shift」+「\J 

_ 

入力なし 

入力なし 

_ 

「Windows」 

Windows 

Command 

Command 

Command 

「AI。 

Alt 

Option 

Option 

Option 

「無蜜換」 

無変換 

入力なし 

英数 

入力なし 

「変換」 

変換 

入力なし 

かな 

入力なし 


ま 1 Windows 日本語版での入力時に r \」 が「 」 に変換されることがあります。 
ま 2 Mac では 「Num Lock 」 は機能しません。 


お問い合わせ 


お問い合わせについては、な下の順にてご確認し、ただきますようお願いいたします t 

マニュアル 师刷物、添付の等)をご懼認くださし、。 


蝶社ホームページにて最新 FAQ 情報、最新のドライバーダ 

ウンロードをご確認ください。 


—ムぺーシ 


http://buffalo-kokuyo.jp/support/ ^ 


上記で改善しない場合は、サポートセンターへお問い合わ 
せください。 


Web でのお問い合わせ先 


http://buffalo-kokuyo.jp/support/toiawase/ 


FAX でのお問い合わせ先 


050 - 5805 - 9384 


電話でのお問い合わせ先 


※電話番号はお掛け間違いのないようにごま意くださし、。 


050 - 3163-3177 


月〜±(日•祭日、年末年始除く） 
9:30 ~ 12:00/13:00 ~ 18:00 


※〇50から始まる IP 電話を利用しています。 



修理品の発送巧 (A) 

く送付先> 

干 470-1 121愛知県豊明市西川町島原 1-1 
バッファローコクヨサプライ <度理センター巧 


保証書 

この製品は厳密な検査に合格してお届けしたものです。お客様の正常な 
ご使用が態で万一故障した場合は、この保証書に記載された期間•条件 
のもとにおいて修理します。 

※この保証書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。 


保証契約約款 


この約款肤お客様が睛入された辟社製品について、修理に関する保証のを件等を規定するものです。お客様 
が、この約款に規定されたを項に同意頂けない場合は保証契約を巧り消ずことができますが、その場合は、ご 

ドさい。なお、この約款により、お客様の法律上の 


購入の製品を使巧することなく販売店または鞋社にご返が下さ 
権利が制限されるものではちりません。 


:、保証期間に製品が巧障した場合に弊社が値理を: 

6ぎ様が正しい使巧方法にちづいて製品を作動さ^ 
妻をいいます。 

巧 5]^ した場弊社か無償か T つ当技故障イ凹ホの憶 
:、この約款に規定されたを件により、辟社げ； 

:、製品が巧跨した場合であって、お償保証が； 


行ラことを巧した 


せた場合であつ 


I されないとさ、 


斯を(定教 

1この約款において、「保証書 J とは、伯 
重要な証明書をいいます。 

2この約款において、「巧瞎」とは、おき 

ても、製品が正常に機能しない状態をいいます。 

3こ饼 tiw [おし、て、「辅と比製品た徹障した場合、贈が無す巧巧当該抑萄駅め(^をいし、ます。 

4この約款において、「おお保亞」とは、この約款に規定されたを件により、辟社げお客様に対し無憤修 
理をお約ますることをいいます。 

5この約款において、「有僖修をとは、製品が巧跨した場合であって、； 

お客様から費用を展敦して脾社が行う当該巧劇固巧の修理をいいます。 

6この約款において、「製品」とは、弊社が販売に際して巧包されたもののうち、本体部分をい A 付属 
品および添付品などは含まれません。 

第2条腑償保証） 

1製品が巧跨した場合、お客樹ホ、保な書に記載された保お巧間内に巧社に対し修理を依頼すること 
により、お償保証の適巧を受けることができます。但し、巧の各号に掲げる場合は、保な期間内であっ 
ても巧償保なの適用を受けることがでさません。 

2修理をご依賴される際に、保証害をご提示頂けない場合。 

るシリアル No 等の重要ま項が未記入または修正されてい 
g 項が 


3ご提示頂いた保証書が、製品るおよび裂品ミ 
ること等により、偽造された疑いのある場合、 
ミ肖去、勘除、もしくは改ざんされている場合。 
4販売店巧が保狂書にご購入日の証明をされ 


i 合、または製品にき示されるシリアル No 筹の重要ま库 


則こよる運送また I 


またはお客様のご 
たはな動に際し、 


ご購入日を巧認できる書 


落下または衝單等に起 


: K 害、その他天を地を、または、異常電压などのか部的要因により、巧障または 


正書にご購入日の証明をされていない場合、き 
類（レシートなど)が添イすされていない場合。 

5お客様が製品をお買い上げ頂いたを、おぎ様に， 

因して故障または破損した場合。 

6お客様における使届上の誤り、不当な巧造もしくは修理、または、巧社が指定するものなかの機器と 
の接続によりお障またはお損した場合。 

7 乂災、化震、落雷、風水害、^ 

破損した場合。 

8ミ肖耗部品が自然摩耗または自巧共化し、消耗部品を取り換える場含。 

9前各号に獄デる場合のほか、巧障の原因が、お客様の使用方まにあると認められる場合。 

第3条(修理） 

こ1«5：の規定による1^は、巧の各号に規定するを件の下て与封$します。 

1侮巧のご依頼時には製品を解社修理センターにごを巧ください。算社修理センターについては各製品添付のマニユア 
ル庫子マニユ乃レを含みます)また肋《ッケージをご確認〈ださし、。尚、送おは送付元負担とさせていただきます。ま 
た、ご掛才時[は宅離などを巧控えが残るちまでご迸がださし、。邸をは固くお断り致します。 

2修理は、醫品の分招または部品の交換もしくは巧修により行います。但し、万一、修理が困難な場合 
または俺理責用が製品価格を上回る場合には、保証対まの製品と同等またはそれ丄乂上の性能を有 
する他の製品と交換するまにより対応させて頂 < まがあります。 

3ハードディスク等のデータ記憶结置またはメディアの修理に際しましては、修理の内容により、ディス 
クもし < は製品を交換する場合またはディスクもしくはメディアをフォーマットする場合などがござい 
ますが、修理の際巧社は記憶されたデータについてバックアップを作成いたしません。また、巧社は 
当該データの破損、消失などにつき、一切の責任を負いません。 

さて頂さます。 

の分させて頂き 
きを返品いたします。但し、 


当弦了ータのが損、；目巧なとにつさ、一切の貢仕を貝いまでん。 

4巧償修理により、交換された旧部品または旧製品薄よ、巧社にて適宜廃棄処分させて頂き 
5有償修理により、交換された旧部品または旧製品等についても、巧社にて適宜廃棄赃分 
ますが、修理をご依頼された際にお客様からおがらせ頂ければ、旧部品等を返品いたし 
部品の性質上ご意向に添えない場合もございます。 

第媒晚責事風 

1お客様がご睛入された製品について、巧社に故意または重大な過失があった場合を除き、巧務不度 
巧または不法行為にちづく損害賠償責任は、当該製品の購入代金を限度と致します。 

2も'客横6;こ谓入された製品につし、て、戲サこ樹嵌);あった場合がこの規定にかかわらず、無償にて当該程庇^ 
修浦しまたはおあの姑'1溫>または同等品に巧妈!^しますが当1«にをブく損害脯宜の責に任じません 
3興社における保証は、お客様がご展入された製品の機能に関するものであル/ \ー ドディスク等のデータ 
記憶尝■について、記憶されたデータの消失または巧損について保証するものではありません。 

第5条(有効範困） 

この約款は、日本国内においてのみ有効です。またあかでのご使巧につきましては、巧社はいかなる保 
証もいたしません。 



おをお 


お 



る 

様 

ご住所 


保証期間 

ご購入日より6ヶ月間有効 

ご購入曰 

(販売店様記入欄） 

年月日 


※購入日が証明できるものを添付してくださし、。 


株式会社バッファローコクヨサプライ 

本社干 460-8315 る古屋市中区大須兰 T 目30番20号赤門通ビル 


•製品の仕様、デザイン、および本書の内容については、改良のため予告なしに変更 
される場合があり、現に購入された製品とは一部異なることがあります。 

•旧 UFFAL 0™ は、株式会社メル コ ホールデイングスの商標です。本書に記載されてい 
る他社製品名献一般に各社の商標または登録商標です。本書では、™、®、◎などの 
マークは記載していません。 

株式会社バッファロ-コクヨサプライ 初版発行2011/10/3 

BSKBB06 シリーズ取扱説明書 KM00-0267-00 































































































































































































































































































































